
 ｢12月2日から原稿の健康保険証は発行されなくなりま

す｣という掲示物が、医院･病院や薬局の窓口に貼られてい

るのを見て心配している方も多いのではないでしょうか。 

 ｢今の保険証がなくなるのなら、気が進まないけどマイ

ナンバーカードと保険証を一緒にしなくちゃいけないのか

しら｣と思ってしまいがちです。 

 でもご心配なく。まず、今の保険証は有効期限の来年7

月31日まで何の問題も無く使えます。そして、期限が来る

と、今の保険証とそっくりの｢資格確認書｣(名前が変わる

だけ)が自動的に送られてきます。この｢資格確認書｣は、

今の保険証と全く同じように使えます。ですから、マイナ

保険証にする必要はありません。安心してお使いくださ

い。 

 ただし、マイナ保険証の利用登録をした人には、この

｢資格確認書｣は届きません。今と同じよう

に便利な紙の保険証(資格確認書)を使いた

いという人は、市役所で｢利用登録の解除｣

を申請しましょう。 
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 いまやクルマは日常正確に欠かせない道

具の一つです。しかし、クルマは同時に凶

器になることもあり、事故に遭うと日常生

活そのものを失ってしまうことになりかね

ません。 

 こうしたジレンマの解決方法の一つし

て、運転免許を返納すると、運転免許証返

納者に限定して、終身無料の乗車券を提供

している自治体があります。 

 たとえば栃木県の例では、鹿沼市(｢リー

バス・予約バス」終身無料乗車券)、小山市

(｢おーバス｣終身無料乗車券)、真岡市(デマ

ンドタクシーとコミュニティバスの共通無

料乗車券・無期限)などの発行が取り組まれ

ています。 

 上越市では、免許返納者にバス・タク

シー券を配布していましたが、｢バス･タク

シー券の配布は、免許返納のきっかけに

なっていない｣として、現在は行っていませ

ん。 

 しかし、免許を返納すると、日常の移動

手段の確保がままなりません。それを考え

ると、必要な政策とも言えます。 

 はじめから免許を持っていない人も高齢

になったら対象にすることを含めて、もう

一度考えなおすべきではないでしょうか。 

 

上
越
市
・
妙
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・
糸
魚

川
市
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各
議
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は
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持
ち
回
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合
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研

修
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行
っ
て
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ま
す
。 

 

今
年
は

16  

日
に
糸
魚

川
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会
場
に
行
わ
れ
、

新
潟
日
報
社
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談
役
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小

田
敏
三
さ
ん
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演
を
聴

き
ま
し
た
。 

 

講
演
の
テ
ー
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こ
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う
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で
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人
間
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角
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こ
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介
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れ
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地
方
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話
の
中
に
は
、
田
中
角

栄
が
憲
法
改
正
を
主
張
し

た
の
は
、
軍
事
力
強
化
の

た
め
で
な
く
、
二
度
と
戦

争
を
し
な
い
た
め
だ
っ
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と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
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あ

り
ま
し
た
。 

 

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
真

偽
は
と
も
か
く
、
田
中
角

栄
は
賄
賂
、
土
地
転
が
し

な
ど
、
金
権
政
治
の
権
化

と
も
言
わ
れ
、
つ
い
に
逮

捕
・
訴
追
さ
れ
ま
し
た

が
、
少
な
く
と
も
最
近
の

総
理
大
臣
の
よ
う
に
大
軍

拡
を
無
理
矢
理
進
め
る
よ

う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。 
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